
    
第第第第 3333 回解体新書塾回解体新書塾回解体新書塾回解体新書塾        

公民館・地域自治のありようを問い直す公民館・地域自治のありようを問い直す公民館・地域自治のありようを問い直す公民館・地域自治のありようを問い直す    

自治体間共同研究自治体間共同研究自治体間共同研究自治体間共同研究    

記記記記    録録録録    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主催：飯田市公民館主催：飯田市公民館主催：飯田市公民館主催：飯田市公民館    



第第第第3333回解体新書塾回解体新書塾回解体新書塾回解体新書塾「公民館・地域自治のあり方をとらえ直す自治体間共同研究」「公民館・地域自治のあり方をとらえ直す自治体間共同研究」「公民館・地域自治のあり方をとらえ直す自治体間共同研究」「公民館・地域自治のあり方をとらえ直す自治体間共同研究」    

 

1111 開催開催開催開催のののの主旨主旨主旨主旨    

「地方」分権を進めようという国の政策動向の中で、住民自治力を高めるための行政の支援や新たな

仕組みづくりを進めようとする動きが全国各地で取組みが始まっている。この中で住民自治を高めるた

めの機関として公民館に改めて注目が集まる一方で、行政委員会である教育委員会から首長部局に補助

執行する動きや、公民館を廃止し、コミュニティセンターとして再生させようとする動きなど首長の直

接的な指示の元、住民自治の機関を支える仕組みを改変しようという動きが進んでいる。 

飯田市の場合、民主主義の学校、郷土復興の拠点として戦後誕生した公民館の性格を色濃く残し、環

境事業や観光事業など全国に先駆けた発信の土台として機能している。 

住民自治力を高めるための基礎は、そこに暮らす住民自身が学ぶこと、そして個人としての学びから

集団としての学びと活動に広がっていくことである。これを「学びあう地域づくり」ととらえ、日のよ

うな地域づくりを支える自治体の在り方を考えることをねらいとし、飯田型の公民館をモデルとして解

体新書塾を実施する。 

 

2222 とととときききき    

平成 29 年 2 月 19 日(日)～20 日(月) 

 

3333 ところところところところ    

(1) 研修及び交流 飯田市公民館（〒395-0085 飯田市吾妻町 139 番地 0265-22-1132） 

(2) 宿泊 シルクホテル旧館（〒395-0083 飯田市錦町 1-10 0265-23-8383） 

 

4444 日日日日程程程程    

2 月 19 日(日) 

13:50～15:10 飯田市公民館大会基調講演 

島根県中山間地研究センター 政策統括監 藤山浩氏による講演 

15:30～17:15 飯田市公民館大会の分科会に参加 

18:00～20:00 飯田市公民館にて講師、飯田市理事者を囲んだ懇親会 

2 月 20 日(月) 

 8:30～ 8:45 牧野光朗飯田市長あいさつ 

 8:50～ 9:20 講義Ⅰ「クロストーク 船木成記さん＆木下巨一」 

 9:20～10:20 講義Ⅱ「学習する地域づくりと自治体職員の仕事」尼崎市顧問 船木成記氏 

10:30～12:00 講義Ⅲ「振り返り」ファシリテータ 木下巨一 

12:00～      閉会 

 

5555    参加参加参加参加者者者者    

学びあう地域づくりを土台として地域自治の拡充を進めようと考える自治体の職員 

  



    

    

参加者参加者参加者参加者のののの感想感想感想感想    

        



 

 

第第第第3333回解体新書塾～公民館・地域自治のありようを問い直す自治体間共同研究回解体新書塾～公民館・地域自治のありようを問い直す自治体間共同研究回解体新書塾～公民館・地域自治のありようを問い直す自治体間共同研究回解体新書塾～公民館・地域自治のありようを問い直す自治体間共同研究    

参加者の感想参加者の感想参加者の感想参加者の感想    

 

平成29年2月19日(日)から20日(月)にかけて開催した第3回解体新書塾に参加いただいた皆さんから寄

せられた感想を以下に紹介させていただきます。（順不同：敬称略） 

 

飯田市公民館飯田市公民館飯田市公民館飯田市公民館    副館長副館長副館長副館長    木下巨一木下巨一木下巨一木下巨一    

2月19日(日)の飯田市公民館大会に併せて、第3回解体新書塾を開催しました。 

「飯田型の公民館は自治の担い手が育つ場として大変活発に活動できています。しかし、飯田の公民

館だけが元気なだけではガラパゴス化してしまいます。飯田型の公民館の仕組みや考え方を他地域に移

転する取組みが必要です。」こんな牧野光朗飯田市長の思いを受けて、解体新書塾はスタートしました。 

飯田市公民館大会に併せての実施は、昨年度に続いて2回目となります。本年度は、名古屋市(1人)、

岡山県倉敷市(1人)、兵庫県尼崎市(5人)、石川県内灘町(4人)、松本市(7人)、木曽郡大桑村(4人)、長野県

(1人)、飯田市(13人)と5県から38人の参加がありました。 

初日は公民館大会終了後、基調講演講師の藤山浩さんと、解体新書塾講師で尼崎市顧問の船木成記さ

んを囲んだ懇親会を行いました。 

20日(月)は、飯田市公民館大会の振り返りを行った後、船木さんによる講演「学習する地域づくりと

自治体職員の仕事」をお聞きしました。 

船木さんの講演の中で印象的なお話をご紹介します。 

【ソーシャル・マーケティングとは】【ソーシャル・マーケティングとは】【ソーシャル・マーケティングとは】【ソーシャル・マーケティングとは】    

船木さんの本籍は(株)博報堂で、専門はソーシャル・マーケッティングです。これは関係性の回復、

あるいはつながりのデザイン。今の時代や社会に必要なことを、過去からの積み重ねの中から見つけだ

し編み上げていく仕事だそうです。取組の成果が上がるためには、取組に関わる人たちの心が動き、自

律的自発的な行動が生まれることが何よりも大切です。つまり取組を通して人々が学び育っていくプロ

セスそのものです。船木さんの仕事は自治体経営や社会教育に関わる私たちにとっても大変大事な視点

です。 

【そのマチを好きな人に出会うとそのマチを好きになる】【そのマチを好きな人に出会うとそのマチを好きになる】【そのマチを好きな人に出会うとそのマチを好きになる】【そのマチを好きな人に出会うとそのマチを好きになる】    

ソーシャル・マーケティングによるまちづくりに関わる中で、船木さんは長崎市で営まれている長崎

さるくに出会いました。「さるく」とは、長崎弁でまちをぶらぶら歩くという意味だそうです。この取

組は観光客のガイドの仕事なのですが、大事なのは案内役がマチのことを愛し、その気持ちを伝えるこ

とができること。船木さんはこの取組から、「そのマチを好きな人に出会うとそのマチを好きになる」

ということを学んだそうです。 

【学習する地域づくり～課題先進都市から課題解決先進都市へ】【学習する地域づくり～課題先進都市から課題解決先進都市へ】【学習する地域づくり～課題先進都市から課題解決先進都市へ】【学習する地域づくり～課題先進都市から課題解決先進都市へ】    

現在顧問を務められている尼崎市は、公害、在日外国人との共生、労働者など様々な課題を抱えた都

市です。人口減少も顕著で、現在はピーク時の55万人から10万人も減少した45万人です。そのために尼

崎の財政は大変厳しく、限られた財源の中で十分な市民サービスが提供できないという悩みを抱えてい

る都市です。しかし尼崎には課題に対して真剣に向き合ってきた多くの人々と取組があり、それはすな

わち学びです。そういう課題に向き合い学んだ取組みを行政職員が掘り起こし、市民同士、市民と行政



 

 

をつなげていくことを通して、課題先進都市と言われた尼崎市を、課題解決先進都市としていくための

大事な視点が「学習する地域づくり」です。 

【学ぶということは常に問いを持つということ】【学ぶということは常に問いを持つということ】【学ぶということは常に問いを持つということ】【学ぶということは常に問いを持つということ】    

公民館大会基調講演講師の藤本さんのお話は、数字に裏付けられた大変具体的でわかりやすい話でし

た。しかし、「○○すれば、○○ができる」というお話に対して、聞く側は、本当にそうなのだろうか、

という問いを持つことが大事です。これは自分自身が主体的に物事の良し悪しを考えているのか、とい

う投げかけととらえさせていただきました。 

【アボイデッドコストという視点で考えてみる】【アボイデッドコストという視点で考えてみる】【アボイデッドコストという視点で考えてみる】【アボイデッドコストという視点で考えてみる】    

アボイデッドコストとは回避可能なコストを意味します。アメリカの社会起業家であるロザンヌ・ハ

ガティさんは、代表を務めるNPO法人コモングラウンドが取組んだ、ホームレス支援の取組みを例とし

たお話です。ロザンヌさんは、ニューヨークの中古ホテルを買い取り、そのホテルをリニューアルし、

ホームレスの住まいとして提供する事業に取組みました。この取組で既に2000室以上をホームレスに提

供した結果、最初に事業を起こしたタイムズ・スクウェアではホームレスが87%も減少し、殺人事件は

0となり、窃盗事件も80%減少しました。彼女が使った費用は1万5千ドル、それに対して彼らを病院に

収容すれば年40万ドル、刑務所に収容すれば年6万ドルの経費が掛かることと比較すると、驚くほど少

ない経費で済んだだけでなく、貧困→犯罪→貧困…という悪循環を断つ、根本的な解決が実現したとい

う話です。自治体の仕事を進める上でとても示唆的なお話です。 

飯田市公民館大会への参加と、大会講師との交流、そして翌日の振り返り、という組み立てによる解

体新書塾の試みを、ぜひ次年度にもつなげてほしいと期待しています。 

 

倉敷市倉敷市倉敷市倉敷市    中桐史雄中桐史雄中桐史雄中桐史雄    

3年前，公民館－CLC国際会議が開催される前に公民館の地域担当職員として本市社会教育部門の管

理職職員を対象に研修を実施した際，飯田市竜丘公民館開館式での祝辞の言葉（「町村行政が村を守る

父親だとすれば，公民館の運営は村を育つる慈母である」）を引用し反響を得たことが飯田型公民館に

強く関心を持つきっかけになった。「主体である住民が力量をつける営みを支えることが自治体職員の「主体である住民が力量をつける営みを支えることが自治体職員の「主体である住民が力量をつける営みを支えることが自治体職員の「主体である住民が力量をつける営みを支えることが自治体職員の

役割」役割」役割」役割」と語られた尼崎集会解体新書塾分科会に参加したこと、また昨年5月にスタッフとして関わった

G7教育大臣会合で採択された「倉敷宣言」が全体として学校教育を担う教職員の資質向上に主眼を置い

たもので、（ESDの推進が明記されたがその前提としての）社会教育の推進が盛り込まれなかったこと

に違和感を覚え、自治体職員として今一度社会教育の原点に立ち返る必要性を感じ、飯田型公民館に学

びたいと思い、今回初めて解体新書塾に参加した。 

飯田市の事例とは地域担当職員としての私自身の経験と重なる所、尼崎市の事例とは「学習する地域」

の実践者としての本市と重なる所（高度成長期の公害問題を起因とした環境学習）と照らし合わせなが

ら、公民館職員が「専門性を獲得することの公民館職員が「専門性を獲得することの公民館職員が「専門性を獲得することの公民館職員が「専門性を獲得することの必要必要必要必要性」について特に心に留めながら講師の話や参加者の性」について特に心に留めながら講師の話や参加者の性」について特に心に留めながら講師の話や参加者の性」について特に心に留めながら講師の話や参加者の

意見に耳を傾け意見に耳を傾け意見に耳を傾け意見に耳を傾け、、、、飯田型公民館では力量形成の場として主事会が重要な役割を担い飯田型公民館では力量形成の場として主事会が重要な役割を担い飯田型公民館では力量形成の場として主事会が重要な役割を担い飯田型公民館では力量形成の場として主事会が重要な役割を担い、、、、公民館主事が高い公民館主事が高い公民館主事が高い公民館主事が高い

専門性を保ちながら専門性を保ちながら専門性を保ちながら専門性を保ちながら、、、、切実な課題に立ち向かう住民が自ら学びを組織し作り上げてい切実な課題に立ち向かう住民が自ら学びを組織し作り上げてい切実な課題に立ち向かう住民が自ら学びを組織し作り上げてい切実な課題に立ち向かう住民が自ら学びを組織し作り上げていくプロセスを促しくプロセスを促しくプロセスを促しくプロセスを促し

支えていることを学んだ。支えていることを学んだ。支えていることを学んだ。支えていることを学んだ。その育ちを寄り添い支え、課題把握のプロセスを深めつつ、まちをつくり変

えていくプロセスを学びと捉えてその学びを支援する所に公民館職員のあるべき姿を見出すとするな

ら、公民館大会分科会での対話によって垣間見た、飯田市のような「力のある住民」が育っている自治飯田市のような「力のある住民」が育っている自治飯田市のような「力のある住民」が育っている自治飯田市のような「力のある住民」が育っている自治

体体体体だからこそだからこそだからこそだからこそ、、、、その学びとエンパワメントを支える職員の高い専門性が求められていくことにつながるその学びとエンパワメントを支える職員の高い専門性が求められていくことにつながるその学びとエンパワメントを支える職員の高い専門性が求められていくことにつながるその学びとエンパワメントを支える職員の高い専門性が求められていくことにつながる

ように感じた。ように感じた。ように感じた。ように感じた。 



 

 

そうした中で子どもから大人までの実践を通じたエンパワメントを一人ひとりに寄り添いながらコ

ミュニケーションを通じて支えていく、という経験値を高め育んできた飯田市公民館飯田市公民館飯田市公民館飯田市公民館主事が住民との日主事が住民との日主事が住民との日主事が住民との日

常の対話の中でどう質の高い仕事を見出しているか常の対話の中でどう質の高い仕事を見出しているか常の対話の中でどう質の高い仕事を見出しているか常の対話の中でどう質の高い仕事を見出しているか、、、、そもそもそのような質の高い仕事を見出さない限

り住民の要求水準がそのレベルに達しないので、それをどう乗り越えているのか、ということを今回窺

い知ることはできなかったが、単に知識としてではなく実感としてその本質に迫るためにはその本質に迫るためにはその本質に迫るためにはその本質に迫るためには、、、、公民館主公民館主公民館主公民館主

事の実践の現場や力量形成の場としての主事会を中長事の実践の現場や力量形成の場としての主事会を中長事の実践の現場や力量形成の場としての主事会を中長事の実践の現場や力量形成の場としての主事会を中長期に渡って共有し学びの循環を絶えず意識する期に渡って共有し学びの循環を絶えず意識する期に渡って共有し学びの循環を絶えず意識する期に渡って共有し学びの循環を絶えず意識する

ことが最善の策でありことが最善の策でありことが最善の策でありことが最善の策であり、、、、その意味ではこれから尼崎市が取り組まれる長期実践型のインターンシップがその意味ではこれから尼崎市が取り組まれる長期実践型のインターンシップがその意味ではこれから尼崎市が取り組まれる長期実践型のインターンシップがその意味ではこれから尼崎市が取り組まれる長期実践型のインターンシップが

有効な手立ての一つになる有効な手立ての一つになる有効な手立ての一つになる有効な手立ての一つになるように思った。 

一方で、都市型課題先進都市として（既に人口減少を迎える等）切実な課題に直面している尼崎市に

おける「みんなの尼崎大学」は地域の課題解決に向けた大きな可能性を秘めており、特に船木氏の講演

を通じて、飯田市とのこれまでの交流や学び、新たな学び合いの場としての「みんなの尼崎大学」、そ

して今後のインターンシップとが相まっての「都市型課題解決先進都市」の実現への強い決意を感じ取

ることができた。 

船木氏が述べた「学習や学びを自己目的化せずに「学習や学びを自己目的化せずに「学習や学びを自己目的化せずに「学習や学びを自己目的化せずに、、、、自分たちの自分たちの自分たちの自分たちの日常を見つめる目としての学びをもう日常を見つめる目としての学びをもう日常を見つめる目としての学びをもう日常を見つめる目としての学びをもう

一度しっかり取り戻す」ことが一度しっかり取り戻す」ことが一度しっかり取り戻す」ことが一度しっかり取り戻す」ことが、、、、本質に通じる感覚（本質に通じる感覚（本質に通じる感覚（本質に通じる感覚（≒≒≒≒全体全体全体全体を俯瞰する力，問いをしっかり立てて物事を俯瞰する力，問いをしっかり立てて物事を俯瞰する力，問いをしっかり立てて物事を俯瞰する力，問いをしっかり立てて物事

や社会を捉える力）を育みや社会を捉える力）を育みや社会を捉える力）を育みや社会を捉える力）を育み、、、、そのことが自治体を住民本位につくりかそのことが自治体を住民本位につくりかそのことが自治体を住民本位につくりかそのことが自治体を住民本位につくりかえるためのえるためのえるためのえるための、、、、言い換えると団体自言い換えると団体自言い換えると団体自言い換えると団体自

治の機関としての自治体を住民自治の力で住民本位の治の機関としての自治体を住民自治の力で住民本位の治の機関としての自治体を住民自治の力で住民本位の治の機関としての自治体を住民自治の力で住民本位のものにつくりなおす力を育むことにものにつくりなおす力を育むことにものにつくりなおす力を育むことにものにつくりなおす力を育むことにつながるよつながるよつながるよつながるよ

うに感じた。社会教育うに感じた。社会教育うに感じた。社会教育うに感じた。社会教育、、、、とりわけ公とりわけ公とりわけ公とりわけ公民館は本来そのための行政内部にビルドインされた機関である筈だ民館は本来そのための行政内部にビルドインされた機関である筈だ民館は本来そのための行政内部にビルドインされた機関である筈だ民館は本来そのための行政内部にビルドインされた機関である筈だ

がががが、、、、このことは今回の共同研究で触れられず、また私自身問題提起することができず、その点について

飯田市公民館職員との対話の場が持てなかったことが今回の課題であり、大いに悔やまれる点でもある。 

尼崎市の多様性に溢れた職員は私自身のこれまでの交流や学びの中で認識していた所だが、個人の気個人の気個人の気個人の気

付きをまちのみんなの願付きをまちのみんなの願付きをまちのみんなの願付きをまちのみんなの願いに変えられないかいに変えられないかいに変えられないかいに変えられないか、、、、という問いにどう向き合い取り組むかという問いにどう向き合い取り組むかという問いにどう向き合い取り組むかという問いにどう向き合い取り組むか、、、、そのことを考えそのことを考えそのことを考えそのことを考え

る前提としての多種多様な行政職員の存在，社会インパクトに着目して福祉分野で実践された「アボイる前提としての多種多様な行政職員の存在，社会インパクトに着目して福祉分野で実践された「アボイる前提としての多種多様な行政職員の存在，社会インパクトに着目して福祉分野で実践された「アボイる前提としての多種多様な行政職員の存在，社会インパクトに着目して福祉分野で実践された「アボイ

デッド・コスト」的発想をソーシャル・キャピタルが蓄積された社会教育デッド・コスト」的発想をソーシャル・キャピタルが蓄積された社会教育デッド・コスト」的発想をソーシャル・キャピタルが蓄積された社会教育デッド・コスト」的発想をソーシャル・キャピタルが蓄積された社会教育の現場（または「公民館的なの現場（または「公民館的なの現場（または「公民館的なの現場（または「公民館的な

るもの」）に取りるもの」）に取りるもの」）に取りるもの」）に取り入入入入れれれれ昇華昇華昇華昇華させると共にさせると共にさせると共にさせると共に、、、、その成その成その成その成果果果果をををを評価評価評価評価する仕組み（する仕組み（する仕組み（する仕組み（例例例例ええええばばばば SROI 的手的手的手的手法法法法）の必要性）の必要性）の必要性）の必要性

を感じた。その意味でも飯田市・尼崎を感じた。その意味でも飯田市・尼崎を感じた。その意味でも飯田市・尼崎を感じた。その意味でも飯田市・尼崎市・市・市・市・松松松松本市を中心とした実践者と分野本市を中心とした実践者と分野本市を中心とした実践者と分野本市を中心とした実践者と分野横断横断横断横断的な的な的な的な研究研究研究研究者との対話に者との対話に者との対話に者との対話に

よりよりよりより、、、、今今今今日的な社会教育のあり日的な社会教育のあり日的な社会教育のあり日的な社会教育のあり方方方方を問う本共を問う本共を問う本共を問う本共同研究同研究同研究同研究がががが果果果果たす役割はたす役割はたす役割はたす役割は大大大大きい。社会きい。社会きい。社会きい。社会教育（または「公民館教育（または「公民館教育（または「公民館教育（または「公民館

的なるもの」）を通じて的なるもの」）を通じて的なるもの」）を通じて的なるもの」）を通じて新新新新たな自治体職たな自治体職たな自治体職たな自治体職員員員員像像像像、、、、そしてそしてそしてそして未未未未来の住民来の住民来の住民来の住民像像像像をををを描描描描くためにもくためにもくためにもくためにも今後今後今後今後のののの動動動動向に向に向に向に注注注注視し視し視し視し、、、、

自らの自らの自らの自らの足元足元足元足元のまちづくりにのまちづくりにのまちづくりにのまちづくりに活活活活かしていきたい。かしていきたい。かしていきたい。かしていきたい。 

 

尼崎市尼崎市尼崎市尼崎市    桂山智哉桂山智哉桂山智哉桂山智哉    

2 日間に亘り、貴重な勉強の場をいただきましてありがとうございました。1 日目の分科会では、公

民館で地域の方とともに協働しながら学びの機会を作り出している職員の方と、公民館活動を楽しみな

がら人生を深めておられる地域住民の方とともに意見交換をさせて頂きました。特に印象に残っている

のは、地域の伝統料理を後世に繋ごうと料理クラブを結成されているグループの皆さんの事例発表でし

た。地元の高校生とともにお祭りや文化祭で郷土料理の屋台を出店するなど、世代間交流から生まれた

絆や新たな発見をいきいきと発表しておられました。発表についても「みんなに知ってほしい」という

思いから当日に向けて幾度も練習して来られたのがその姿勢から伝わり、公民館と公民館を取り公民館と公民館を取り公民館と公民館を取り公民館と公民館を取り巻巻巻巻く環く環く環く環

境境境境や人や人や人や人間間間間関関関関係係係係を本を本を本を本当当当当にににに大大大大切にしておられるのだ切にしておられるのだ切にしておられるのだ切にしておられるのだろろろろうなうなうなうなぁぁぁぁと感じ、あたたかい気持ちになりました。どのと感じ、あたたかい気持ちになりました。どのと感じ、あたたかい気持ちになりました。どのと感じ、あたたかい気持ちになりました。どの

参加者もみな地域参加者もみな地域参加者もみな地域参加者もみな地域活動活動活動活動をををを楽楽楽楽しんでおられる様しんでおられる様しんでおられる様しんでおられる様子子子子が分かり、このが分かり、このが分かり、このが分かり、この熱熱熱熱気を尼崎でも気を尼崎でも気を尼崎でも気を尼崎でも生生生生み出したいとみ出したいとみ出したいとみ出したいと思思思思わせらわせらわせらわせら



 

 

れました。れました。れました。れました。 

2 日目は、1 日目の振り返りと共有と、尼崎市顧問からのお話がありました。尼崎市顧問からは、尼

崎市の現状と課題の話、課題に対してどう問いを立てるのかという考え方や向き合い方の一例、尼崎の

事例紹介、行政職員のマチへの関り方についてのお話などがありました。普段私たちが職員研修等で聞

かせて頂く話から、普段尼崎市と交流のない遠方の皆様がどうお感じになるかを知る、良い機会になり

ました。事例紹介や職員交流を通じ、飯田市や松本市、その他県外参加の方から「尼崎にはパワーがあ「尼崎にはパワーがあ「尼崎にはパワーがあ「尼崎にはパワーがあ

るとるとるとると思思思思う」う」う」う」という感想を多く頂きました。それは私自身も普段から感じているところで、遠方遠方遠方遠方のののの方方方方にもにもにもにも

そう感じてそう感じてそう感じてそう感じて頂頂頂頂けることがすけることがすけることがすけることがすごごごごくくくく嬉嬉嬉嬉しかったのとしかったのとしかったのとしかったのと同時同時同時同時に、に、に、に、改改改改めて尼崎市の持つめて尼崎市の持つめて尼崎市の持つめて尼崎市の持つ可能可能可能可能性を性を性を性を強強強強く感じました。く感じました。く感じました。く感じました。

尼崎市では「学習する地域」をめざして地域活動の活性化と、協働による自治のまちづくりをめざして

います。既にスタートしている、市内全域を大学のキャンパスに見立てて各地で学びの場をまきおこす

事業「みんなの尼崎大学」や各種公民館活動を活性化させ、尼崎に「学び」の風土を根付かせて、課題

解決先進都市として飛躍していきたいと思います。 

 

尼崎市尼崎市尼崎市尼崎市    宇高竜哉宇高竜哉宇高竜哉宇高竜哉    

今回は貴重な機会をいただきありがとうございました。基調講演では、中山間地域が抱えている課題

等を学ぶ機会となりました。また分科会では、実際に公民館活動等をされている住民の方々との意見交

換を行う中で、普段の活動でのやりがいや課題等、さまざまな話を聞くことができました。私自身、以

前に市民活動を支援する業務に携わっていたことがあり、地域で活動している方々から後継者や人手不

足の課題を聞いたことがありましたが、今回の意見交換においても活動の継続の難しさや人手不足につ

いての話があがり、住んでいる地域は違えども共通する点が結構あるのだと感じました。あと、今回意

見交換をした住民の方々が 40代など働き盛りの現役世代の方が多かったことも印象的でした。 

 

石川県内灘町大学公民館石川県内灘町大学公民館石川県内灘町大学公民館石川県内灘町大学公民館    館長館長館長館長    行野修一行野修一行野修一行野修一    

昨年に引き続き 2回目の参加になります。 

今回は、町会長、公民館長、副館長、主事の 4名で参加させていただきました。 

私たちの内灘町は金沢市の海側に隣接する小さな町で、金沢のベッドタウンとして形成された町です。

人口約 27,000人の町で、各町会に公民館があり、計 17の公民館があります。東京大学との共同研究を

きっかけに、大学の先生から、飯田市が素晴らしい公民館活動を行っていることを聞き、昨年度から視

察や研修に伺わさせていただいております。 

昨年同様に今回の大会でも、飯田市の皆さんの公民館に対する熱い思いを感じることができました。

大会に参加している皆さんがそれぞれ「公民館をやる！」という思いで活動していることに改めて感心

した次第です。 

私の参加した分科会は「世代間のつながり」をテーマにした分科会でしたが、中学生も参加しており、

まさに世代間のつながりがうまくいっている様子を見ることができました。また、その中学生が積極的

に自分の意見を話していたことに本当に感心しました。 

私たちの町では、中高生になると公民館の活動には全く参加していないのが実情で、40歳以下の若者

の参加もかなり減少している状況です。このままでは、高齢化した特定の人だけで公民館を運営しなけ

ればならなくなるのではないかと危機感を抱くこともあります。 

今回の分科会で、大大大大人の都合で考えるのではなく、「中高人の都合で考えるのではなく、「中高人の都合で考えるのではなく、「中高人の都合で考えるのではなく、「中高生生生生やややや若若若若者にとって者にとって者にとって者にとって何何何何がががが良良良良いのかいのかいのかいのか？？？？」、そして」、そして」、そして」、そして

彼彼彼彼らがらがらがらが活躍活躍活躍活躍できる場できる場できる場できる場所所所所を作ることが重要だという話がありました。を作ることが重要だという話がありました。を作ることが重要だという話がありました。を作ることが重要だという話がありました。確かに、これまでは、大人が計画し



 

 

て若者に協力させるという形態の活動が多かったような気がします。もう一度原点に戻って、それぞれ

の年代にとって何が良いのかを考えてみたいと思います。 

いずれにしても、すすすすべべべべてのてのてのての年代年代年代年代の人が「自分の公民館」としての人が「自分の公民館」としての人が「自分の公民館」としての人が「自分の公民館」として利用利用利用利用できる公民館にしたいとできる公民館にしたいとできる公民館にしたいとできる公民館にしたいと思思思思っておっておっておってお

ります。ります。ります。ります。 

また、飯田市の皆さんの活動状況をお聞きする中で、「あ、こういう方法もあるんだ」などとヒント

が得られるようなお話も多くありました。これを、私たちの今後の活動に生かして行きたいと思ってお

ります。 

今回も参加させていただきましてありがとうございました。 

 

大桑村社会福祉協議会大桑村社会福祉協議会大桑村社会福祉協議会大桑村社会福祉協議会    中田陽一中田陽一中田陽一中田陽一    

「地方は消滅する論」にあきれ、これに抗うべき、地方に住む私たちにとって藤山さんのお話は、私

たちが取りうる行動の手掛かりを知る貴重な機会でした。 

また、第 4 分科会に参加しましたが、NPO 法人「よつば」の時代を先取りし、地域を巻き込んだ活

動、「年輪会」における高齢者の出番確保は大変参考になりました。 

現在業務している福祉の分野では、地域における福祉関係の課題も福祉関係者だけでは解決できない

と感じています。 

公民館、地域組織、ボ公民館、地域組織、ボ公民館、地域組織、ボ公民館、地域組織、ボラララランティアなどなど地域に住む人ンティアなどなど地域に住む人ンティアなどなど地域に住む人ンティアなどなど地域に住む人々々々々がどのがどのがどのがどのようにようにようにように枠枠枠枠をををを超超超超えてえてえてえて活動活動活動活動していけるのしていけるのしていけるのしていけるの

か、さらに考えさせられました。か、さらに考えさせられました。か、さらに考えさせられました。か、さらに考えさせられました。 

ありがとうございました。 

 

松本市から参加された皆さんからの感想松本市から参加された皆さんからの感想松本市から参加された皆さんからの感想松本市から参加された皆さんからの感想    

(A)(A)(A)(A)    

過日松本市で開催された研究集会に、飯田市から大勢ご参加いただきありがとうございました。二日

目のみの参加で申し訳なかったですが、参加された皆さんの心意気を感じました。 

長野県の公民館は、発足当初より住民の学習の場として、戦後の復興期、経済成長期等々、変遷する

時代の中で、所管する地域の特性を鑑みながら、時代に応じた住みよい地域づくりを住民とともに進め

てきました。 

現在、牧野飯田市長の言われる人口減少、少子高齢化等の右肩下がりの時代を迎え、厳しい行財政状

況にありますが、各自治体また公民館が、学びを通して互いに知恵を出し切磋琢磨しあいながら、住民

とともに公民館活動、地域づくり活動を展開していかなければならないと、改めて考える機会となりま

した。 

 

(B)(B)(B)(B)    

最初の振り返りを聞き、「前日から参加できれば」と思いましたが、すでに、19日は地区行事が入っ

ており残念に思いました。分科会の振り返りは、何処でも同じ様な悩み等を抱えていると感じました(若

者・こども・地域文化・高齢者)。 

社会の常識を社会の常識を社会の常識を社会の常識を疑疑疑疑ってみることが、地域の持ってみることが、地域の持ってみることが、地域の持ってみることが、地域の持続可能続可能続可能続可能性をもたらす切り性をもたらす切り性をもたらす切り性をもたらす切り口口口口がある・・・・がある・・・・がある・・・・がある・・・・何何何何事も一つの事も一つの事も一つの事も一つの方方方方

向の見向の見向の見向の見方方方方をせず、多をせず、多をせず、多をせず、多方面方面方面方面からの見からの見からの見からの見方方方方、その、その、その、その奥奥奥奥にににに潜潜潜潜んでいるものを、んでいるものを、んでいるものを、んでいるものを、深深深深く見つめることがく見つめることがく見つめることがく見つめることが大大大大切ということ切ということ切ということ切ということ

がががが良良良良くわかりました。くわかりました。くわかりました。くわかりました。尼崎大学・・・・いろいろな発想があって参考になると思いました。 

地域のために、公民館が人と人を繋ぎながらやっていくことの大切さを再確認しました。 



 

 

 

(C)(C)(C)(C)    

＜大会等、全体的な感想など＞ 

飯田市公民館大会は、各地区から公民館委員が参加し、大会終了後には地区毎で反省会・慰労会を開

催していると伺いました。全全全全国国国国的に的に的に的に開催開催開催開催することが目的化するすることが目的化するすることが目的化するすることが目的化する大大大大会も見会も見会も見会も見受受受受けられる中、あくまで「けられる中、あくまで「けられる中、あくまで「けられる中、あくまで「大大大大会会会会

は日は日は日は日頃頃頃頃のののの活動活動活動活動の通の通の通の通過過過過点であり、点であり、点であり、点であり、大大大大会で学び得たものを会で学び得たものを会で学び得たものを会で学び得たものを各各各各地地地地区区区区の住民の住民の住民の住民活動活動活動活動へつなげる」というへつなげる」というへつなげる」というへつなげる」という明確明確明確明確な意な意な意な意図図図図

が見えた気がします。「地域をつくるが見えた気がします。「地域をつくるが見えた気がします。「地域をつくるが見えた気がします。「地域をつくる→→→→そのためには、地域づくりを住民の手で進めるそのためには、地域づくりを住民の手で進めるそのためには、地域づくりを住民の手で進めるそのためには、地域づくりを住民の手で進める→→→→必要な担い手必要な担い手必要な担い手必要な担い手

をつくるをつくるをつくるをつくる→→→→そのための通そのための通そのための通そのための通過過過過点（共有の場、育ちの場の点（共有の場、育ちの場の点（共有の場、育ちの場の点（共有の場、育ちの場のひひひひとつ）としてとつ）としてとつ）としてとつ）として大大大大会をつくり、会をつくり、会をつくり、会をつくり、開催開催開催開催する」といっする」といっする」といっする」といっ

たたたた印象印象印象印象です。です。です。です。 

また、主事（職員）の皆さんも、「住民に巻き込まれている感」満載でした。ただし、受け身で巻き

込まれるのではなく、さながら「地域」という戦場へ向かう兵士といった感じでしょうか。飯田市で暮

らす市民として、行政職員として「全ての人にとって住みよい地域社会を行政職員として「全ての人にとって住みよい地域社会を行政職員として「全ての人にとって住みよい地域社会を行政職員として「全ての人にとって住みよい地域社会を創創創創る」というる」というる」というる」という命命命命題をク題をク題をク題をクリリリリアすアすアすアす

るために、最前るために、最前るために、最前るために、最前線線線線でででで戦戦戦戦う「コう「コう「コう「コミュニミュニミュニミュニティーのティーのティーのティーの防防防防人」です。そのために、主事人」です。そのために、主事人」です。そのために、主事人」です。そのために、主事研修研修研修研修会で得る「会で得る「会で得る「会で得る「知知知知識」と、識」と、識」と、識」と、

地域のなかで住民と共に実践を通じて学び得る「体地域のなかで住民と共に実践を通じて学び得る「体地域のなかで住民と共に実践を通じて学び得る「体地域のなかで住民と共に実践を通じて学び得る「体験験験験」を、」を、」を、」を、ササササイクル的にイクル的にイクル的にイクル的に繰繰繰繰りりりり返返返返す中で、す中で、す中で、す中で、各各各各主事が必要主事が必要主事が必要主事が必要

なスキル（なスキル（なスキル（なスキル（武器武器武器武器）を）を）を）を身身身身に付けているというに付けているというに付けているというに付けているという印象印象印象印象を持ちました。を持ちました。を持ちました。を持ちました。 

＜解体新書塾を通じて、改めて学び、感じた点＞ 

1 夢や希望を実現させるためにも、確実な一歩を踏み出すこと 

住民のなかには、「よくわからない住民のなかには、「よくわからない住民のなかには、「よくわからない住民のなかには、「よくわからない漠然漠然漠然漠然としたとしたとしたとした不安不安不安不安」」」」や、「いつ実現するのかわからないや、「いつ実現するのかわからないや、「いつ実現するのかわからないや、「いつ実現するのかわからない夢夢夢夢・・・・希望希望希望希望」が」が」が」が

あります。地域づくりにおいて、あります。地域づくりにおいて、あります。地域づくりにおいて、あります。地域づくりにおいて、不安不安不安不安をををを可可可可視化することは、視化することは、視化することは、視化することは、比較比較比較比較的的的的初初初初期期期期段階段階段階段階で行われますが、で行われますが、で行われますが、で行われますが、夢夢夢夢やややや希望希望希望希望

（目（目（目（目標標標標）を）を）を）を具具具具現化するための行現化するための行現化するための行現化するための行動動動動が、イマイチ進まないことがあります。地域のなかにあるが、イマイチ進まないことがあります。地域のなかにあるが、イマイチ進まないことがあります。地域のなかにあるが、イマイチ進まないことがあります。地域のなかにある資源資源資源資源を共有を共有を共有を共有

し、そのし、そのし、そのし、その資源資源資源資源を「どのように行を「どのように行を「どのように行を「どのように行動動動動へシンクロ出来るのか」を捉えた、一へシンクロ出来るのか」を捉えた、一へシンクロ出来るのか」を捉えた、一へシンクロ出来るのか」を捉えた、一歩歩歩歩をををを踏踏踏踏み出す重要性を感じましみ出す重要性を感じましみ出す重要性を感じましみ出す重要性を感じまし

た。実現できない行た。実現できない行た。実現できない行た。実現できない行動動動動ではなく、ではなく、ではなく、ではなく、小小小小さくても「出来るさくても「出来るさくても「出来るさくても「出来る確確確確実な一実な一実な一実な一歩歩歩歩を」。を」。を」。を」。 

2 問題把握から課題設定への重要性 

問題を問題を問題を問題を把握把握把握把握するなかで、それするなかで、それするなかで、それするなかで、それぞぞぞぞれのケースにれのケースにれのケースにれのケースに応応応応じた課題じた課題じた課題じた課題設定設定設定設定（（（（task）をする部分が、）をする部分が、）をする部分が、）をする部分が、ゴゴゴゴールへ向かうールへ向かうールへ向かうールへ向かう

上では、最も上では、最も上では、最も上では、最も時間時間時間時間を割き、関を割き、関を割き、関を割き、関係係係係者と共有することの重要性を感じました。者と共有することの重要性を感じました。者と共有することの重要性を感じました。者と共有することの重要性を感じました。 

3 協働協働協働協働による地域づくりは、「問題ありき」よりも、「による地域づくりは、「問題ありき」よりも、「による地域づくりは、「問題ありき」よりも、「による地域づくりは、「問題ありき」よりも、「夢夢夢夢やややや希望希望希望希望」と「」と「」と「」と「何何何何に向けて、どのようにするのに向けて、どのようにするのに向けて、どのようにするのに向けて、どのようにするの

か」がか」がか」がか」がポポポポイントイントイントイント 

現在の地域づくりは、「まず協働すること」「問題を探すこと」といった印象を持ちますが、協働する

ことを目的化しているのはないか？また、問題とはその先の「あるべき姿」と比較してのギャップから

生じるはずなのに、それを共有する前に「まずは問題」といった感じになってはいないだろうか？と、

時々思っています。 

やはり、地域づくりとは、まずいろいろな人たちが共に話し合うなかで夢や希望を語り合う。そこで、

「あるべき姿（夢や希望）」と現実とのギャップをみるなかで、実現へ向けた課題設定（task）を行う。

そして、関係する個々が自治（意思）を持ちながら実践していくことであると感じました。 

4 その他（感じたキーワード等） 

(1) 本当に伝えたい人へ、伝えたいことを、伝えること 

職務上、誰でもわかるような、内容に漏れがないような書類やチラシを作りがちです。特に、

チラシについては民間の方から「面白くない、参加する気にならない」と言われたこともあり、

改めて反省です。 

(2) ｢学び｣や｢学びの場｣を目的化するのではなく、その先の目的や本質を常に捉え・見続ける。 



 

 

目先のコストではなく、全体像を捉えるなかで、先にある「波及するコスト」を POINTに!! 

(3) 自分の人生を語ることが、歴史をつなげること 

(4) 個人の気づきを、みんなの「願い」へ転換すること 

 

(D)(D)(D)(D)    

二日目に参加させていただきました。主催者飯田市公民館の皆様方に、厚く感謝を申しあげます。さ

て、今回の解体新書塾参加の感想、意見を４点申しあげます。 

1 当初、牧野飯田市長様のイノベーションに関わる講義を聞くことができず、残念な思いをしま

したが、前日の全体会・分科会の振り返りを実施していただき、すんなり後段の講義に入るこ

とができました。主催者の会運営の配慮に対しまして、心から御礼申しあげます。 

2 学び、学び、学び、学び、理理理理解し、共有し、行解し、共有し、行解し、共有し、行解し、共有し、行動動動動するなかでするなかでするなかでするなかで大大大大切なスキルとなる「インプット切なスキルとなる「インプット切なスキルとなる「インプット切なスキルとなる「インプット→→→→スループットスループットスループットスループット→→→→アアアア

ウウウウトプット」のトプット」のトプット」のトプット」の流流流流れの中で、インプットされたれの中で、インプットされたれの中で、インプットされたれの中で、インプットされた情報情報情報情報を自分のものとし、どんな場でも住民をを自分のものとし、どんな場でも住民をを自分のものとし、どんな場でも住民をを自分のものとし、どんな場でも住民を巻巻巻巻

きききき込込込込んでのんでのんでのんでの協働協働協働協働の場の場の場の場｢｢｢｢スループットスループットスループットスループット｣｣｣｣の重要性を学ぶことができました。の重要性を学ぶことができました。の重要性を学ぶことができました。の重要性を学ぶことができました。 

3 地域住民の地域活動への参加意識を高めるためにも、公民館活動に従事するものとして、学び学び学び学び

のなかで講師の話をのなかで講師の話をのなかで講師の話をのなかで講師の話を鵜呑鵜呑鵜呑鵜呑みにせず、常に「みにせず、常に「みにせず、常に「みにせず、常に「疑疑疑疑ってみる、問うてみる」視点を持つことのってみる、問うてみる」視点を持つことのってみる、問うてみる」視点を持つことのってみる、問うてみる」視点を持つことの大大大大切さ、切さ、切さ、切さ、

そしてそしてそしてそして活動活動活動活動にあたってチにあたってチにあたってチにあたってチェェェェンンンンジジジジエーエーエーエージェジェジェジェントの役割を担えるよう、日ントの役割を担えるよう、日ントの役割を担えるよう、日ントの役割を担えるよう、日頃頃頃頃から心得たいと心にから心得たいと心にから心得たいと心にから心得たいと心に刻刻刻刻

みました。みました。みました。みました。 

4 今後、実践的な学習を含め、次のステップへ進められる学習機会を常に持ちたい思いになりま

した。 

 

長野県長野県長野県長野県    石神直樹石神直樹石神直樹石神直樹    

まず、飯田市の公民館活動を常にリードし、発信されてこられた木下 巨一副館長に敬意を表させて

頂きたいです。 

思い返せば、約 20年前に飯田市で開催された地域づくりの大会において、市職員のキーパーソン 高

橋寛治さんや木下さん、「ひさかた風土舎」長谷部三弘さん、そして故後藤総一郎先生によるお話を聞

いて受けた衝撃感は忘れられません。住民による自治を基本に、地域づくりに独自の哲学や手法を持っ

て真摯に取り組む人と自治体が確かにあるという発見でした。以後、私にとっても飯田は、目が離せな

い“憧れの地”となり、現在も刺激と学びを受け続けております。 

2013年 2月に木下さんを中心に開催された「未来を拓く自治と協働のまちづくりを目指す研究集会」

では、全国からの参加者の方々とともに、戦後の民主主義の担い手としての公民館の原則に則った飯田

市の経過と事例を改めて学び、飯田が全国の公民館活動の最先進地であることを改めて確認しました。

飯田市の「公民館」活動が、全国発の市民ファンドによる太陽光発電事業（おひさま進歩エネルギー）

を生み出し、あるいは、JICA「参加型地域社会開発（PLSD）」と連携し、住民交流を通じてフィリピ

ン・レガスピ市に“輸出”される、というニュースも驚きでした。（自分の大学でのゼミのテーマが南

北問題であったため、先進国～途上国・都市～農村の課題がつながり、その鍵が、地域単位の公民館活

動にある示唆と可能性は、目からウロコでありました。） 

今回、分科会は第 6「ムトスの心で、地域に活動の輪を広げよう」に参加させていただき、A～Gの 7

つのグループ内による討論と発表がありましたが、100人を超える参加者の皆さんそれぞれが、ご自身

のかけがえのない活動の体験から、熱く語られる景色を見るだけで、これぞ飯田の姿と、心が動かされ

ました。Ｇグループでは、「ムトス」の精神、「～せむとす」自分がやってみたいこと、自分の内から湧



 

 

き出てくることを地域で実現する、という精神の大事さについてのご発言があったり、公民館同志バラ

バラではなく、さらに横の自由な交流や情報共有、つながった動きで、飯田市全体をもっと盛り上げよ

う、といったご意見が心に残りました。 

基調基調基調基調講講講講演演演演でのでのでのでの藤山浩藤山浩藤山浩藤山浩先先先先生生生生の「人の「人の「人の「人口口口口とは、人とは、人とは、人とは、人生生生生のののの数数数数」、」、」、」、船木船木船木船木成成成成記記記記先先先先生生生生のののの「個人の気づき（本気）と「個人の気づき（本気）と「個人の気づき（本気）と「個人の気づき（本気）と語語語語りりりり

合う学習で日本一、人が成長する組織（まち）」、をめ合う学習で日本一、人が成長する組織（まち）」、をめ合う学習で日本一、人が成長する組織（まち）」、をめ合う学習で日本一、人が成長する組織（まち）」、をめざざざざす尼崎市の事す尼崎市の事す尼崎市の事す尼崎市の事例例例例、そして、「、そして、「、そして、「、そして、「ムムムムトス」という、トス」という、トス」という、トス」という、

人の人の人の人の生生生生きききき方方方方の本質を問う合言の本質を問う合言の本質を問う合言の本質を問う合言葉葉葉葉で人がで人がで人がで人が動動動動いているまち「飯田市」。いているまち「飯田市」。いているまち「飯田市」。いているまち「飯田市」。今回も多くを学ばされ、自分を問い

直されるような豊かな内容をありがとうございました。私も他所からの者ですが、自分のできる一歩か

ら、飯田に関わりたいと思います。 

 

飯田市龍江飯田市龍江飯田市龍江飯田市龍江    平澤平澤平澤平澤    健健健健    

今回の解体新書塾は初日の懇親会のみの参加でしたが、今自分最も機会を得たい、他分野の方々の話

を聞き意見を交わしできれば一杯やりながらという「他流試合」ができて嬉しいひと時でした。（延長

戦は日付が変わるまで） 

今回も様々な場所や立場の方々、普段こうした話ができない同僚らのとの語らいは、これからの地域これからの地域これからの地域これからの地域

における課題と向き合うにおける課題と向き合うにおける課題と向き合うにおける課題と向き合う際際際際、公民館の、公民館の、公民館の、公民館の果果果果たす役割についてたす役割についてたす役割についてたす役割について改改改改めて感じると共に、「自らも」と意めて感じると共に、「自らも」と意めて感じると共に、「自らも」と意めて感じると共に、「自らも」と意思思思思をををを固固固固

める場となりました。める場となりました。める場となりました。める場となりました。 

自分は行政に携わりつつも、住む地域の公民館にて活動する一市民という立場で参加しています。 

公民館主事は…というか、市の職員は「黒子」や「裏方」であるべきではとの考えもありますが、もは

や地域における課題解決はそこに住む住民自らが主体となって取り組ま地域における課題解決はそこに住む住民自らが主体となって取り組ま地域における課題解決はそこに住む住民自らが主体となって取り組ま地域における課題解決はそこに住む住民自らが主体となって取り組まねばねばねばねばならないこのならないこのならないこのならないこの時時時時に、に、に、に、裏裏裏裏もももも表表表表

ももももヘヘヘヘッタクッタクッタクッタクレレレレもあるかもあるかもあるかもあるか！！！！気付いた人が気付いた人が気付いた人が気付いた人が声声声声をををを挙挙挙挙げ、げ、げ、げ、動動動動かないかないかないかない限限限限りは変わらないのではないかりは変わらないのではないかりは変わらないのではないかりは変わらないのではないか？？？？と感じていと感じていと感じていと感じてい

ます。ます。ます。ます。 

また、自分が地、自分が地、自分が地、自分が地方方方方行政に関わる中で「行政に関わる中で「行政に関わる中で「行政に関わる中で「国国国国やややや県県県県がががが推推推推し進めているから」として実し進めているから」として実し進めているから」として実し進めているから」として実施施施施してきたことが、「してきたことが、「してきたことが、「してきたことが、「？？？？？？？？」」」」

という事という事という事という事例例例例にににに遭遇遭遇遭遇遭遇しししし大大大大いに考えをいに考えをいに考えをいに考えを改改改改めつつあります。めつつあります。めつつあります。めつつあります。残念ながら公民館ではなかったものの、地域を知

るために取り組んだ学びの中で見えてきた事であり、いかにいかにいかにいかに普段普段普段普段から「から「から「から「疑疑疑疑問を問を問を問を抱抱抱抱き、学習し考える」とき、学習し考える」とき、学習し考える」とき、学習し考える」と

いう機会がいう機会がいう機会がいう機会が少少少少ない事にない事にない事にない事に危危危危機感を機感を機感を機感を募募募募らせています。らせています。らせています。らせています。 

行政職員ではあるけれど、住民の一人として自ら地域における課題や疑問について向き合うための学

びを創出し、一緒に考え取り組んでいく。その中で生まれた住民グループの中で、リーダーではなく「行

政の事についてちょっと詳しい部門のひと」として活動できたら…そう感じた解体新書塾でした。 

 

飯田市公民館飯田市公民館飯田市公民館飯田市公民館    氏原理恵子氏原理恵子氏原理恵子氏原理恵子    

最近このような研修会に参加するたびに、私は胸が苦しくなります。 

なぜなら、日日日日々々々々の仕事への向き合いの仕事への向き合いの仕事への向き合いの仕事への向き合い方方方方、さらには、さらには、さらには、さらには私私私私自自自自身身身身のののの生生生生きききき方方方方そのものについて、「これでよいのそのものについて、「これでよいのそのものについて、「これでよいのそのものについて、「これでよいの

かかかか？？？？」を問われる」を問われる」を問われる」を問われる時間時間時間時間を持つことになり、を持つことになり、を持つことになり、を持つことになり、後悔後悔後悔後悔のののの念念念念にににに苛苛苛苛まれたり、まれたり、まれたり、まれたり、確固確固確固確固たるたるたるたる信念信念信念信念を持ちえないを持ちえないを持ちえないを持ちえない無無無無力な自力な自力な自力な自

分と向き合うことになるから。しかし、それは分と向き合うことになるから。しかし、それは分と向き合うことになるから。しかし、それは分と向き合うことになるから。しかし、それは同時同時同時同時にこのにこのにこのにこの苦苦苦苦しみをしみをしみをしみを乗乗乗乗りりりり越越越越え、え、え、え、私私私私自自自自身身身身が成長するが成長するが成長するが成長する糧糧糧糧となとなとなとな

ると考えれると考えれると考えれると考えればばばば、、、、希望希望希望希望に変わります。これまで、じっくり自に変わります。これまで、じっくり自に変わります。これまで、じっくり自に変わります。これまで、じっくり自身身身身をををを振振振振りりりり返返返返るるるる時間時間時間時間を持とうとしてこなかったを持とうとしてこなかったを持とうとしてこなかったを持とうとしてこなかった

私私私私が、が、が、が、今更今更今更今更ながら、このような機会にながら、このような機会にながら、このような機会にながら、このような機会に恵恵恵恵まれることに感まれることに感まれることに感まれることに感謝謝謝謝したいとしたいとしたいとしたいと思思思思います。います。います。います。 

さらには、船木船木船木船木さんがおっしさんがおっしさんがおっしさんがおっしゃゃゃゃる学習する組織・る学習する組織・る学習する組織・る学習する組織・集集集集団をめ団をめ団をめ団をめざざざざすためには、一人すためには、一人すためには、一人すためには、一人ひひひひとりが課題意とりが課題意とりが課題意とりが課題意識を持識を持識を持識を持

ち成長しち成長しち成長しち成長し続続続続けること、また個けること、また個けること、また個けること、また個々々々々の成長にとどめることなくの成長にとどめることなくの成長にとどめることなくの成長にとどめることなく皆皆皆皆がががが同同同同じ目じ目じ目じ目標標標標に向かえるよう対話しに向かえるよう対話しに向かえるよう対話しに向かえるよう対話し続続続続けるこけるこけるこけるこ

とをとをとをとを大大大大切にし、切にし、切にし、切にし、私私私私自自自自身身身身が組織の一員としてのが組織の一員としてのが組織の一員としてのが組織の一員としての責任責任責任責任をををを果果果果たしていきたいとたしていきたいとたしていきたいとたしていきたいと思思思思います。います。います。います。 

今回のように、飯田市公民館飯田市公民館飯田市公民館飯田市公民館大大大大会に会に会に会に他他他他市市市市町村町村町村町村から参加いただきから参加いただきから参加いただきから参加いただき交流交流交流交流すること、様すること、様すること、様すること、様々々々々な視点でな視点でな視点でな視点でごごごご意見を意見を意見を意見を



 

 

頂戴頂戴頂戴頂戴できることは、できることは、できることは、できることは、私私私私自自自自身身身身はもちはもちはもちはもちろろろろんのこと、この地域であたり前のこととして日んのこと、この地域であたり前のこととして日んのこと、この地域であたり前のこととして日んのこと、この地域であたり前のこととして日々活動々活動々活動々活動されている住されている住されている住されている住

民の民の民の民の皆皆皆皆さんのさんのさんのさんの刺激刺激刺激刺激となっています。また、このとなっています。また、このとなっています。また、このとなっています。また、この大大大大会の会の会の会の企画企画企画企画・組立、・組立、・組立、・組立、大大大大会そのものの位会そのものの位会そのものの位会そのものの位置置置置づけをづけをづけをづけを客観客観客観客観視す視す視す視す

ることのできるることのできるることのできるることのできる貴貴貴貴重な機会となっており、重な機会となっており、重な機会となっており、重な機会となっており、次年次年次年次年度度度度以降以降以降以降のののの大大大大会の会の会の会の企画企画企画企画につなげていきたいとにつなげていきたいとにつなげていきたいとにつなげていきたいと思思思思います。います。います。います。あ

りがとうございました。 

 

飯田市公民館飯田市公民館飯田市公民館飯田市公民館    木下慎一郎木下慎一郎木下慎一郎木下慎一郎    

解体新書塾に参加して、特に「ドキッ」とさせられた点が二つありました。 

・2日目の冒頭、船木さんから前日の市公大会の基調講演について 

「「「「1世帯世帯世帯世帯やややや 2世帯世帯世帯世帯のののの移移移移住で本住で本住で本住で本当当当当に地域が存に地域が存に地域が存に地域が存続続続続できるのか。自分のできるのか。自分のできるのか。自分のできるのか。自分の頭頭頭頭でででで疑疑疑疑って考えてみてください」って考えてみてください」って考えてみてください」って考えてみてください」と

いうような趣旨の話がありました。 

日々忙しい毎日ですが、「これって本「これって本「これって本「これって本当当当当にこれでいいのにこれでいいのにこれでいいのにこれでいいの？？？？」というような「問いかけ」の」というような「問いかけ」の」というような「問いかけ」の」というような「問いかけ」の大大大大切さを切さを切さを切さを改改改改

めてめてめてめて認認認認識しました。識しました。識しました。識しました。 

・船木さんの講演の「シチズンシップの育まれるまち」の話の中で、「そのマチを好きな人に出会うと

そのマチを好きになる」という話がありました。この地域の人の往来が盛んになって賑わってほしいと

いう気持ちはありますが、そもそも自分が「そもそも自分が「そもそも自分が「そもそも自分が「良良良良いとこいとこいとこいところろろろもももも悪悪悪悪いとこいとこいとこいところろろろもももも含含含含めてめてめてめて、本、本、本、本当当当当にこのマチを好きにこのマチを好きにこのマチを好きにこのマチを好き

になれるのか」ということを問われているようでになれるのか」ということを問われているようでになれるのか」ということを問われているようでになれるのか」ということを問われているようで複雑複雑複雑複雑な気持ちになりました。な気持ちになりました。な気持ちになりました。な気持ちになりました。 

最後に、興味をかきたてるような組み立てをされている「みんなの尼崎大学」の話を聞いて、専門委

員会を軸に今までの仕組みに支えられている飯田にも見習うべき点があると感じました。 

 

飯田市公民館飯田市公民館飯田市公民館飯田市公民館    小島一人小島一人小島一人小島一人    

毎回参加して思うことは、僕にとってこの解体新書塾が、自分の可能性を大きく広げてくれる機会だ

ということ。それは、仕事としてというよりもむし仕事としてというよりもむし仕事としてというよりもむし仕事としてというよりもむしろろろろ、自分自、自分自、自分自、自分自身身身身の人の人の人の人間間間間性に関わる部分だ。性に関わる部分だ。性に関わる部分だ。性に関わる部分だ。 

僕個人の考えとしては、何何何何かを成そうとしたかを成そうとしたかを成そうとしたかを成そうとした時時時時（そ（そ（そ（それはどんなにれはどんなにれはどんなにれはどんなに些細些細些細些細なことでも）、そこには役割となことでも）、そこには役割となことでも）、そこには役割となことでも）、そこには役割と

か手か手か手か手法法法法といったパーシャルなものではなく、人としてのといったパーシャルなものではなく、人としてのといったパーシャルなものではなく、人としてのといったパーシャルなものではなく、人としての私私私私の在りの在りの在りの在り方方方方（（（（等身大等身大等身大等身大のののの私私私私）が）が）が）が投影投影投影投影されるとされるとされるとされると思思思思っっっっ

ている。ている。ている。ている。そして、解体新書塾の中で提起される話題や、そこに集まる参加者との出会いは、その部分を

刺激してくれる。まさに、「「「「絵画絵画絵画絵画をををを読読読読み取る力をつけるには、み取る力をつけるには、み取る力をつけるには、み取る力をつけるには、絵画絵画絵画絵画をををを勉強勉強勉強勉強するよりも、自分自するよりも、自分自するよりも、自分自するよりも、自分自身身身身が成長が成長が成長が成長

することが一することが一することが一することが一番番番番のののの近道近道近道近道」だし、「学び」とはそういうことなんだと」だし、「学び」とはそういうことなんだと」だし、「学び」とはそういうことなんだと」だし、「学び」とはそういうことなんだと思思思思う。う。う。う。 

この意味で、今回今回今回今回の「問いを立てる」という話にはの「問いを立てる」という話にはの「問いを立てる」という話にはの「問いを立てる」という話には 2 つのつのつのつの側面側面側面側面があったとがあったとがあったとがあったと思思思思う。う。う。う。1 つは、自分が関わつは、自分が関わつは、自分が関わつは、自分が関わ

る物事（自分のる物事（自分のる物事（自分のる物事（自分の外外外外のこと）に対する問のこと）に対する問のこと）に対する問のこと）に対する問い。もうい。もうい。もうい。もう 1 つは、そのために求められるつは、そのために求められるつは、そのために求められるつは、そのために求められる私私私私のののの姿姿姿姿、「自分自、「自分自、「自分自、「自分自身身身身の内の内の内の内

面面面面」に対するそれだ。前者はとても」に対するそれだ。前者はとても」に対するそれだ。前者はとても」に対するそれだ。前者はとても具具具具体的なもの、体的なもの、体的なもの、体的なもの、後後後後者はとても者はとても者はとても者はとても抽象抽象抽象抽象的なものだ。的なものだ。的なものだ。的なものだ。 

研修などの機会は、主として前者の話に傾倒することが多いと思う（具体の話をしなければ何も伝わ

らないので、それは当然だが）。例例例例ええええばばばば、、、、今回今回今回今回のののの研修研修研修研修の中にあった、の中にあった、の中にあった、の中にあった、運動運動運動運動会に人が会に人が会に人が会に人が集集集集まらないというまらないというまらないというまらないという悩悩悩悩

みに対するみに対するみに対するみに対する桂山桂山桂山桂山さんの「さんの「さんの「さんの「他他他他地地地地区区区区から人をから人をから人をから人を呼呼呼呼んでみてはどうか」という発言をどう捉え、そこにんでみてはどうか」という発言をどう捉え、そこにんでみてはどうか」という発言をどう捉え、そこにんでみてはどうか」という発言をどう捉え、そこに何何何何を見出を見出を見出を見出

すことができるかという話。インプットとアすことができるかという話。インプットとアすことができるかという話。インプットとアすことができるかという話。インプットとアウウウウトプットのトプットのトプットのトプットの間間間間にあるプロセスをにあるプロセスをにあるプロセスをにあるプロセスを大大大大切にし、そこにどう切にし、そこにどう切にし、そこにどう切にし、そこにどう働働働働

きかけどういきかけどういきかけどういきかけどういう変化がう変化がう変化がう変化が起起起起こってきたのか（スループット）を見るという話。こってきたのか（スループット）を見るという話。こってきたのか（スループット）を見るという話。こってきたのか（スループット）を見るという話。貧困貧困貧困貧困問題へのアプローチが問題へのアプローチが問題へのアプローチが問題へのアプローチが

犯罪率等犯罪率等犯罪率等犯罪率等のののの減少減少減少減少にににに寄寄寄寄与与与与するというするというするというするという例例例例から、アボイデッド・コストという視点から物事を見てアプローチから、アボイデッド・コストという視点から物事を見てアプローチから、アボイデッド・コストという視点から物事を見てアプローチから、アボイデッド・コストという視点から物事を見てアプローチ

するという話。するという話。するという話。するという話。挙挙挙挙げれげれげれげればばばばキキキキリリリリがないが、どれもがないが、どれもがないが、どれもがないが、どれも示唆示唆示唆示唆にににに富富富富んだ話だった。んだ話だった。んだ話だった。んだ話だった。 

しかし、ここからここからここからここから僕僕僕僕たちが考えるたちが考えるたちが考えるたちが考えるべべべべきはきはきはきは後後後後者、つまり、どのように「自分自者、つまり、どのように「自分自者、つまり、どのように「自分自者、つまり、どのように「自分自身身身身」に対する問いを持つ」に対する問いを持つ」に対する問いを持つ」に対する問いを持つ

かということだとかということだとかということだとかということだと思思思思う。物事に出会ったう。物事に出会ったう。物事に出会ったう。物事に出会った時時時時に、その本に、その本に、その本に、その本当当当当の意味、の意味、の意味、の意味、深深深深いとこいとこいとこいところろろろまでを感じ、までを感じ、までを感じ、までを感じ、受受受受けけけけ止止止止めるこめるこめるこめるこ

とができる自分であるのか（とができる自分であるのか（とができる自分であるのか（とができる自分であるのか（固定観念固定観念固定観念固定観念からのからのからのからの脱却脱却脱却脱却・個・個・個・個々々々々人の人の人の人の深深深深まり）。そうなるために、自分のまり）。そうなるために、自分のまり）。そうなるために、自分のまり）。そうなるために、自分の価価価価値値値値観観観観、、、、



 

 

感覚、考え感覚、考え感覚、考え感覚、考え方方方方、視点をどうやって、視点をどうやって、視点をどうやって、視点をどうやって磨磨磨磨くのか。また、くのか。また、くのか。また、くのか。また、独独独独りよがりの解りよがりの解りよがりの解りよがりの解釈釈釈釈、考えに、考えに、考えに、考えに偏偏偏偏らないような自分であらないような自分であらないような自分であらないような自分であ

るのか、そうなるためにどうすれるのか、そうなるためにどうすれるのか、そうなるためにどうすれるのか、そうなるためにどうすればばばばいいのか（いいのか（いいのか（いいのか（逸脱逸脱逸脱逸脱しないしないしないしないババババラララランス感覚・ンス感覚・ンス感覚・ンス感覚・仲仲仲仲間間間間との関との関との関との関係係係係性）。性）。性）。性）。 

僕自身はこんなことを考えながら、今回の研修を受けていた。これが僕の発信だ。今度はここから、

みんなは何を感じていたのかを聞きたい。バランスをとっていくとは、やはり人と話すしかないと思う。

やっぱり振り返りがとても大切だ。 

 

橋南公民館橋南公民館橋南公民館橋南公民館    菅沼菅沼菅沼菅沼    美津子美津子美津子美津子    

今まで何回も船木さんのお話はお聞きしていますが、船木船木船木船木さんのお話はさんのお話はさんのお話はさんのお話は今回今回今回今回もやはり自分にもやはり自分にもやはり自分にもやはり自分に突突突突きききき刺刺刺刺ささささ

るものるものるものるものばばばばかりでした。「かりでした。「かりでした。「かりでした。「若若若若者が公民館に来ないと言うけれど、者が公民館に来ないと言うけれど、者が公民館に来ないと言うけれど、者が公民館に来ないと言うけれど、『『『『若若若若者と公民館者と公民館者と公民館者と公民館』』』』ではなく、ではなく、ではなく、ではなく、『『『『若若若若者と者と者と者と大大大大人人人人』』』』

の関の関の関の関係係係係。公民館が変わらなけれ。公民館が変わらなけれ。公民館が変わらなけれ。公民館が変わらなければばばば変わらない。」、「学習や学びを目的化しない。実践のための学びが変わらない。」、「学習や学びを目的化しない。実践のための学びが変わらない。」、「学習や学びを目的化しない。実践のための学びが変わらない。」、「学習や学びを目的化しない。実践のための学びが大大大大

切。」、「行政がしていることは切。」、「行政がしていることは切。」、「行政がしていることは切。」、「行政がしていることは『『『『対話して市民の対話して市民の対話して市民の対話して市民の困困困困り事に気付くり事に気付くり事に気付くり事に気付く』』』』のではなくのではなくのではなくのではなく『『『『決まったことを市民に決まったことを市民に決まったことを市民に決まったことを市民に

伝伝伝伝えるえるえるえる』』』』ことである。」、「ことである。」、「ことである。」、「ことである。」、「協働協働協働協働の本質はの本質はの本質はの本質は『『『『何何何何をやるのかをやるのかをやるのかをやるのか』』』』ではなくではなくではなくではなく『『『『どうやるかどうやるかどうやるかどうやるか』』』』を住民と一を住民と一を住民と一を住民と一緒緒緒緒に考えに考えに考えに考え

ることである」などなどることである」などなどることである」などなどることである」などなど…………。。。。 

長く同じ環境で仕事をしていると、その環境に慣れてしまい、「これはこういうものだから」と、日々

の自分の仕事について別の角度から見たり、深く考えたりすることをしなくなり、視野が狭くなりがち

です。今回のように、外部の様々な視点を持つ人達から話を聞くことは、私にとって今の自分の仕事の

仕方や住民の皆さんとの向き合い方を改めて考える良い機会になっていると感じます。自分のベクトル

の向いている方向が間違っていないか、確認する作業になっているのかな、と思っています。 

今回も他自治体の職員の方と話をする機会がありました。「飯田に追いつけ追い越せ」で貪欲に学ぼ

うとする姿勢を見て、私達も負けないように向上心を持って自分を磨いていかなければ、追い越され、

置いていかれてしまうのではないかと感じました。（焦り過ぎは良くないと思いますが）今回のような

他市町村の方達との研修会や学習会もそうですが、毎月行っている主事会の研修会やプロジェクトなど

一つ一つについて、自分にとってもっと意味あるものにしていく必要性を感じました。 

 

東野公民館東野公民館東野公民館東野公民館    熊谷健太郎熊谷健太郎熊谷健太郎熊谷健太郎    

市公大会の分科会の振り返りの時間で、第一分科会の助言者として参加いただいていた船木さんより

講評をいただき、分科会の組み立ての難しさ、何事においても曖昧な理解で臨んではいけないというこ

とを感じました。 

船木さんの講義のなかで「社会の常識を「社会の常識を「社会の常識を「社会の常識を疑疑疑疑うことにこそ、地域の持うことにこそ、地域の持うことにこそ、地域の持うことにこそ、地域の持続可能続可能続可能続可能性がもたらされる切り性がもたらされる切り性がもたらされる切り性がもたらされる切り口口口口がががが

ある」ある」ある」ある」という話がありました。今の世の中は、インターネットが普及し、情報が簡単に得られるように

なっています。いろんな情報を鵜呑みにして、分かったような気になってしまうこともあると思います。

自分の地区での活動や研修を通して勉強を続けていくなかで、自分の頭で考え、自分なりの答えを持っ

て動いていくことが大切だと改めて感じました。 

最後まで参加できず残念でしたが、市公大会から解体新書塾で学んだことを、できるところから取り

入れていきたいと思います。 

 

座光寺公民館座光寺公民館座光寺公民館座光寺公民館    三ツ井洋樹三ツ井洋樹三ツ井洋樹三ツ井洋樹    

船木さんより、「学習する地域づくりと自治体職員の仕事」という演題でお話をお聞きし、船木さん

の言葉の一つ一つから、行政職員としての姿勢だけではなく、これまでの自分自身の人生を振り返りな

がら、人としての姿勢について改めて考え直し、今後の公民館の役割を考えていくための良い機会とな



 

 

った。 

◎◎◎◎｢｢｢｢地域の地域の地域の地域の輪郭輪郭輪郭輪郭をなをなをなをなぞぞぞぞるるるる｣｣｣｣ 

船木さんが現在顧問を努められている尼崎市では、歴史的に｢学び｣に対する土台があり、｢みんなの

尼崎大学｣の活動は、その地域の輪郭をなぞったにすぎないということ。主事会研修で松下拡さんから

｢地域を歩くことで地域の課題が見えてくる｣というお話があったように、まずは自ら地域について学び、

魅力や課題などが見えてきたところで、それぞれに真剣に向き合っていくことが｢地域の輪郭をなぞる｣

取り組みになると感じた。これは、これは、これは、これは、｢｢｢｢人人人人生｣生｣生｣生｣においてもにおいてもにおいてもにおいても同同同同じことが言えて、自分自じことが言えて、自分自じことが言えて、自分自じことが言えて、自分自身身身身の人の人の人の人生生生生はどこではどこではどこではどこで輪郭輪郭輪郭輪郭

をををを与与与与えられたのか、えられたのか、えられたのか、えられたのか、改改改改めて見つめめて見つめめて見つめめて見つめ直直直直す言す言す言す言葉葉葉葉でででであった。あった。あった。あった。 

◎◎◎◎｢｢｢｢そのマチを好きな人に出会うとそのマチを好きになるそのマチを好きな人に出会うとそのマチを好きになるそのマチを好きな人に出会うとそのマチを好きになるそのマチを好きな人に出会うとそのマチを好きになる｣｣｣｣ 

船木さんのまちづくりにおける定理としてのお話があった。地域への愛着形成や定住促進など、公民

館としても様々な取り組みをしていかなくてはならないが、｢そのマチを好きな人に出会うとそのマチ

を好きになる｣という、熱を持った人との出会いを大切に考えていければと思った。 

◎◎◎◎インプット・アインプット・アインプット・アインプット・アウウウウトプット・スループットトプット・スループットトプット・スループットトプット・スループット 

地域の取り組みの｢インプット→アウトプット→・・・｣に加え、スループットの部分を、行政職員がスループットの部分を、行政職員がスループットの部分を、行政職員がスループットの部分を、行政職員が

担うことが、担うことが、担うことが、担うことが、協働協働協働協働プロセスの中で最も重要であると感じたプロセスの中で最も重要であると感じたプロセスの中で最も重要であると感じたプロセスの中で最も重要であると感じた。。。。 

解体新書塾のような研修の機会は非常に大切で、特に、その内特に、その内特に、その内特に、その内容容容容からからからから｢｢｢｢自分はどうするか自分はどうするか自分はどうするか自分はどうするか？｣？｣？｣？｣と、考えと、考えと、考えと、考え

ることが重要だと感じた。ることが重要だと感じた。ることが重要だと感じた。ることが重要だと感じた。どのような話題でも他人事にせず、しっかり向き合う姿勢で居続けることが

今後の行政職員としては大切だと思う。 

 

下久堅公民館下久堅公民館下久堅公民館下久堅公民館    近藤みのり近藤みのり近藤みのり近藤みのり    

船木さんの講演の中で、「コミュニケーション ファースト」という言葉が挙げられていましたが、

何のために法律があるのか。何のためにこの事業があるのか。困りごとに気づくことが大切というお話

が一番印象に残りました。 

気づいた問題が、気づいた問題が、気づいた問題が、気づいた問題が、周周周周りの人にも「りの人にも「りの人にも「りの人にも「大大大大事だよ事だよ事だよ事だよねねねね」と共感し」と共感し」と共感し」と共感してもらうことがてもらうことがてもらうことがてもらうことが大大大大切であり、その切であり、その切であり、その切であり、その繋ぎ繋ぎ繋ぎ繋ぎ役が公役が公役が公役が公

民館であり、主事の役目ではないかと民館であり、主事の役目ではないかと民館であり、主事の役目ではないかと民館であり、主事の役目ではないかと改改改改めて考える機会になりました。めて考える機会になりました。めて考える機会になりました。めて考える機会になりました。何何何何をやるかではなく、どうやるをやるかではなく、どうやるをやるかではなく、どうやるをやるかではなく、どうやる

かを一かを一かを一かを一緒緒緒緒に考えていくことがに考えていくことがに考えていくことがに考えていくことが大大大大切であるという言切であるという言切であるという言切であるという言葉葉葉葉に、に、に、に、今今今今までのやりまでのやりまでのやりまでのやり方方方方や意識について考えさせられまや意識について考えさせられまや意識について考えさせられまや意識について考えさせられま

した。した。した。した。 

また、尼崎市の職員の方から市公大会の分科会に参加してどう思ったか、尼崎市での取り組み等々、

お話を聞くことができ、刺激にもなりましたし、勉強にもなりました。 

 

竜丘公民館竜丘公民館竜丘公民館竜丘公民館    熊谷隆幸熊谷隆幸熊谷隆幸熊谷隆幸    

公民館主事になってから、「竜丘のために」という軸を自分の中に据えて取り組んできて、それなり

に住民の声を聞き、課題を考え、委員さんをはじめとした住民の皆さんと取り組んできた。しかししかししかししかし今年今年今年今年

度、度、度、度、松松松松下拡下拡下拡下拡さんをはじめ、さんをはじめ、さんをはじめ、さんをはじめ、色色色色々々々々なななな方方方方のお話をのお話をのお話をのお話を聞聞聞聞いている内に、自分が取り組んできたことはまだまだいている内に、自分が取り組んできたことはまだまだいている内に、自分が取り組んできたことはまだまだいている内に、自分が取り組んできたことはまだまだ表表表表

面面面面的なとこ的なとこ的なとこ的なところろろろだと感じるようになった。もっと住民のだと感じるようになった。もっと住民のだと感じるようになった。もっと住民のだと感じるようになった。もっと住民の方方方方一人一人に一人一人に一人一人に一人一人に真剣真剣真剣真剣に向き合い、に向き合い、に向き合い、に向き合い、懐懐懐懐にににに入入入入って行かなって行かなって行かなって行かな

けれけれけれければばばば、「、「、「、「暗暗暗暗い感い感い感い感情情情情」と」と」と」と表表表表現されていた部分、現されていた部分、現されていた部分、現されていた部分、生活生活生活生活につながる課題に気付いていけないと感じている。につながる課題に気付いていけないと感じている。につながる課題に気付いていけないと感じている。につながる課題に気付いていけないと感じている。 

今回の船木さんの話からも、コミュニケーションの大事さや、「学び」の捉え方など、もう一歩踏み

込む必要性を感じた。「自発的にやる気になるようにプロモーションする」というお話もあったが、ま

ずは住民の方々としっかりと向き合う中で、一緒にそれぞれの生活を見つめ直し、学びを創りだしてい

きたいと思う。 



 

 

飯田市飯田市飯田市飯田市三三三三穂穂穂穂公民館公民館公民館公民館    小山真由子小山真由子小山真由子小山真由子    

学習することは目の前にある情報や物事を疑うことから始まる。ソーシャルコストとアボイデッドコ

ストのホームレス支援のお話しの中では、物事は必ず全体で１つの流れを作っている。船木さんのおは

なしの中でこの 2点が印象に残っております。 

住民と対話するとき、その人の一住民と対話するとき、その人の一住民と対話するとき、その人の一住民と対話するとき、その人の一面面面面だけを見てしまっていないか。この人がだけを見てしまっていないか。この人がだけを見てしまっていないか。この人がだけを見てしまっていないか。この人が今今今今いる環いる環いる環いる環境境境境・・・・状態状態状態状態・・・・過過過過去去去去

の出来事がの出来事がの出来事がの出来事が今今今今のその人をのその人をのその人をのその人を創創創創っている。もしかしたらそこに地域の課題になりえる個人の課題がっている。もしかしたらそこに地域の課題になりえる個人の課題がっている。もしかしたらそこに地域の課題になりえる個人の課題がっている。もしかしたらそこに地域の課題になりえる個人の課題が隠隠隠隠れていれていれていれてい

るのではないか。るのではないか。るのではないか。るのではないか。疑疑疑疑うことは決してうことは決してうことは決してうことは決して批判批判批判批判的な目を持つことではなく、的な目を持つことではなく、的な目を持つことではなく、的な目を持つことではなく、１１１１人人人人１１１１人の言人の言人の言人の言葉葉葉葉をををを真摯真摯真摯真摯にににに聞聞聞聞き、そき、そき、そき、そ

れをれをれをれを受受受受けけけけ止止止止め、解め、解め、解め、解釈釈釈釈し、その言し、その言し、その言し、その言葉葉葉葉の意味やの意味やの意味やの意味や背景背景背景背景からその人のことを考える、そのような学習を自分自からその人のことを考える、そのような学習を自分自からその人のことを考える、そのような学習を自分自からその人のことを考える、そのような学習を自分自身身身身

ができているのか考えることではないかと感じた。ができているのか考えることではないかと感じた。ができているのか考えることではないかと感じた。ができているのか考えることではないかと感じた。 

 

千代公民館千代公民館千代公民館千代公民館    新井康平新井康平新井康平新井康平    

基調講演の藤山さんの話に対する船木さんの批評「専門「専門「専門「専門家家家家のこーのこーのこーのこーゆゆゆゆー視点の話としてきくことがー視点の話としてきくことがー視点の話としてきくことがー視点の話としてきくことが大大大大事事事事

なのであって、アなのであって、アなのであって、アなのであって、アジジジジテーシテーシテーシテーショョョョン（ン（ン（ン（扇扇扇扇動動動動・あおり）が・あおり）が・あおり）が・あおり）が強強強強かった。かった。かった。かった。受受受受けけけけ入入入入れるれるれるれる側側側側のののの受受受受けけけけ入入入入れれれれ態勢態勢態勢態勢をどう作っをどう作っをどう作っをどう作っ

ていくかがていくかがていくかがていくかが大大大大事であって、その話が事であって、その話が事であって、その話が事であって、その話が無無無無かったからつまらなかった」は、俯瞰でちかったからつまらなかった」は、俯瞰でちかったからつまらなかった」は、俯瞰でちかったからつまらなかった」は、俯瞰でちゃゃゃゃんとんとんとんと観観観観て、分て、分て、分て、分析析析析してしてしてして

おり、そういったおり、そういったおり、そういったおり、そういったモノモノモノモノの見の見の見の見方方方方、考え、考え、考え、考え方方方方をををを真似真似真似真似しようとしようとしようとしようと思思思思いました。自分のいました。自分のいました。自分のいました。自分の１０ｍ１０ｍ１０ｍ１０ｍくらいくらいくらいくらい後ろ後ろ後ろ後ろにもう一人にもう一人にもう一人にもう一人

の自分をの自分をの自分をの自分を置置置置いて、そのいて、そのいて、そのいて、その後ろ後ろ後ろ後ろにいる自分の視点をにいる自分の視点をにいる自分の視点をにいる自分の視点を大大大大事に、考えるようにして学習内事に、考えるようにして学習内事に、考えるようにして学習内事に、考えるようにして学習内容容容容や住民へや住民へや住民へや住民へ投投投投げかけるげかけるげかけるげかける

言言言言葉葉葉葉をよくをよくをよくをよく選選選選んでいきたいとんでいきたいとんでいきたいとんでいきたいと思思思思いました。いました。いました。いました。 

 

鼎公民館鼎公民館鼎公民館鼎公民館    平沢真一平沢真一平沢真一平沢真一    

今回、船木さんのお話しを初めてお伺いしましたが刺さる言葉ばかりでした。物事を俯瞰してみるこ

と、与えられた情報を鵜呑みにして飲み込んでしまわないというお話しに正直どきっとしました。主事

として物事をどのようにとらえていくのか、その前に当当当当たり前のようにあるたり前のようにあるたり前のようにあるたり前のようにある情報情報情報情報や提や提や提や提供供供供されたことに対されたことに対されたことに対されたことに対

してただしてただしてただしてただ受受受受けけけけ入入入入れのではなく、常に自れのではなく、常に自れのではなく、常に自れのではなく、常に自身身身身なりの考えを持ってとらえていかなけれなりの考えを持ってとらえていかなけれなりの考えを持ってとらえていかなけれなりの考えを持ってとらえていかなければばばばならないとないとならないとないとならないとないとならないとないと強強強強

く感じました。主事として物事に対し問いかけの意識をもつこと、自分なりの考えをく感じました。主事として物事に対し問いかけの意識をもつこと、自分なりの考えをく感じました。主事として物事に対し問いかけの意識をもつこと、自分なりの考えをく感じました。主事として物事に対し問いかけの意識をもつこと、自分なりの考えを整整整整理理理理しししし答答答答えをもつえをもつえをもつえをもつ

ことの必要性をことの必要性をことの必要性をことの必要性を改改改改めて感じる機会になりました。めて感じる機会になりました。めて感じる機会になりました。めて感じる機会になりました。 

肝となるまとめの部分に参加できず退席してしまい残念でしたが、市公大会から解体新書塾でのまと

めまでの参加を通じて得た学びを地域に結び付けていきたいと思います。 

 

南信濃公民館南信濃公民館南信濃公民館南信濃公民館    林優一郎林優一郎林優一郎林優一郎    

解体新書塾の導入では前日開催された飯田市公民館大会の振り返りから行われた。第 1 分科会におい

ては若者を切り口に分科会を行ったが、助言者として船木さんにも参加いただいた。「高校生はコマで

はない。一住民であることには変わらない」とはっきり言われ、事例にひっぱられ、高校生”を”また

は高校生”が”にＧＷが進んでいったこと、この分科会のねらいが事例と結びついてしっかり参加者に

持ち帰ってもらう事ができたのか企画側として反省すべき点があったことを感じた。もちろんＧＷの中

では、高校生”も”という発言は出てきてはいるが、全体としてねらった所には至っていない感じがし

ている。そう言った意味では分科会総括において船木さんのおっしゃられた言葉は分科会が曖昧に終わ

らず、参加者にも伝わったことがあるのではとプラスに捉えている。 

講義においては、尼崎の事例を元にお話しをお聞きした。印象印象印象印象的だったキーワードは、社会を的だったキーワードは、社会を的だったキーワードは、社会を的だったキーワードは、社会を編編編編集集集集すすすす

る、スループット、プロセスのデる、スループット、プロセスのデる、スループット、プロセスのデる、スループット、プロセスのデザザザザインである。インである。インである。インである。 

ゼゼゼゼロからではなくロからではなくロからではなくロからではなく過過過過去去去去のののの経経経経験験験験・蓄積・学びを・蓄積・学びを・蓄積・学びを・蓄積・学びを足足足足しししし算算算算やややや掛掛掛掛けけけけ算算算算しながら作り上げていくことのしながら作り上げていくことのしながら作り上げていくことのしながら作り上げていくことの大大大大切さや、切さや、切さや、切さや、



 

 

行政職員として行政職員として行政職員として行政職員として陥陥陥陥りがちなりがちなりがちなりがちな補助補助補助補助メメメメニュニュニュニューを作り上げるとことに力をーを作り上げるとことに力をーを作り上げるとことに力をーを作り上げるとことに力を注注注注ぎぎぎぎ、本来、本来、本来、本来大大大大切な切な切な切な過過過過程程程程の部分に目をの部分に目をの部分に目をの部分に目を

向けていない点など、自らの向けていない点など、自らの向けていない点など、自らの向けていない点など、自らの今今今今までの立場をまでの立場をまでの立場をまでの立場を改改改改めてめてめてめて振振振振りりりり返返返返る機会となった。る機会となった。る機会となった。る機会となった。 

しかしながらこれらは講義を聞いたからと言ってすぐできることではないと感じる。現場で闇雲に対

話するのではなく、主事として思いや課題などを感じながら対話をしなければ前には進まないと思う。

この講義を頭に置きつつ、これを自分なりに咀嚼し、現場での実践に繋げていくことが大切なことでは

ないだろうか。地域の形が様々であり、そこに暮らす人もまた様々。ただ根っこにある主事として大切

に思っている部分は尼崎でも飯田市内の各地区でも同じだと思う。 

今一度、自分の立ち位置を振り返りながら今後の活動に活かしていきたい。 

最後に、ランチをした際の話題も楽しかったです。お互いが思っていることを言える場は、会議室だけ

ではないと感じました。野菜の話から介護の話まで有意義な情報交換ができました。お付き合いいただ

いた皆さんありがとうございました。 
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2014年 4月より尼崎市顧問、現在に至る。本籍地は(株)博報堂。 

専門はソーシャルマーケッティング。メインテーマは「つながりのデザ

イン」「関係性の回復」。 

内閣府経験（政策企画調査官）を活かし、行政のみならず NPO、ソー

シャルビジネス等の支援も行う。 

尼崎では、内発的シティプロモーションの推進、学習する地域の構築な

どに取組んでいる。 

2016年 9月より、信州総合ブランディングアドバイザーを兼務。 
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『学習する地域づくり』と自治体職員の仕事とは 

尼崎市顧問 船木成記（博報堂） 

 

●   はじめに～自己紹介として 

Ø 1989 年（株）博報堂入社 

Ø ソーシャル・マーケティング（関係性の回復・つながりのデザイン）が専門 

² 社会課題の社会化と解決策の構築、課題解決のために必要なことの全部

を「協働原則のもと」デザインする（と考えてます）。 

l ソーシャル分野の仕事として：子どもの居場所作り（文部科学省）、市民風車事業、

チームマイナス６％（環境省）、ワークライフバランスのカエル！ジャパン（内閣

府＆厚生労働省）、メタボ対策の杉並ウエストサイズ物語（杉並区）等 

² 2007 年 9 月より２年間、内閣府 男女共同参画局 政策企画調査官 

l 2008 年１月より仕事と生活の調和推進室も併任（WLB 推進担当） 

Ø 2012 年４月より尼崎市顧問（現在 5 年目になります）。 

² 2016 年９月より信州総合ブランディングアドバイザー（長野県） 

² その他、高知大学客員教授、地球環境パートナーシッププラザ運営委員、大阪

市男女共同参画センタークレオ大阪運営委員など 

 

●   2013 年 2 月、飯田市で「未来を拓く自治と協働のまちづくりを目指す研究集会」

が行われる → 第二回を 2015 年尼崎市で開催、第三回は 2017 年度松本市で開催予定 

Ø そのまとめの会で、船木が「尼崎は学習する地域を目指します」と発言 

●   その後、尼崎市役所内に、「学習する地域 勉強会」を設置 

Ø 並行して、愛知県名古屋市で毎年夏に開催されているサマーセミナーを視察 

² 市長、副市長、教育長が２年間に、現地に足を運ぶ 

l 有志の市民とともに、バスを仕立てて視察に乗り込むということも 

² 主催事務局長アスクネット元代表の毛受氏を講師に呼び、勉強会を実施 

●   2015 年８月８、９日 みんなのサマーセミナー開催（準備期間 2 年間） 

Ø コンセプトは、誰でも先生、誰でも生徒 

² 必要な持ち物は、スリッパと筆記用具と好奇心！ 

Ø 会場は、市内の女子校「百合学院」170 超講座 大盛況でした！ 

Ø 2016 年８月６、７日 第二回みんなのサマーセミナー開催 

² 会場は、百合学園と、旧聖トマス大学。320 講座に拡大！！ 

●   2017 年は８月５、６日の予定。尼崎市立双星高校が会場に。 
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●   やはり、教育が、尼崎の一丁目一番地 

Ø 学力向上への長年の取り組み（全国平均並みに） 

Ø 後伸びする力を大切に 

Ø 「子どもの育ち支援条例」の策定（CSW と SSW） 

Ø 子ども子育て新システムの策定時に、野心的な取り組み 

² 「未就学前の子どもの教育保育についての基本的な考え方」の策定 

 

●   そんな折、聖トマス大学の、廃止に伴う、施設寄付（一部費用負担も） 

Ø 大学施設の再活用の先行ケース 

Ø 育ちと学びの拠点として、整備 ← 来年度予算の目玉に。 

² 子どもの育ち支援（福祉的、切れ目のない） 

² 教員の研修機能 

² 市民との接点（学生会館の活用、みんなの尼崎大学事務局） 

² 職員の研修機能 

² 教育に関する研究センターの設置 

l 先進研究者の招聘 

Ø オープンデータの積極的活用 

 

●   市政１００周年を終え、自治や学びを中心に、新しいまちづくりを。 

Ø 自治基本条例の策定（自治のまちづくり条例） 

Ø みんなの尼崎大学の開学 

² みんなのサマーセミナーを母体に、拡大へ 

Ø 「学習する地域」を本気で構築してゆくことに 

² キーワードは、自治と協働と学習（船木の個人的なものだけれど） 

l 構造としては、自治を支える協働と学習 

 

●   一方、シティプロモーションの視点からも、「学びと育ち」をキーワードに 

² 昭和 45 年より、人口減少に見舞われ 10 万人減（55→45 万人へ） 

Ø ❶あまらぶ：マチの自己肯定感の高めたい（等身大評価を） 

Ø ❷「人生のスイッチが入るまち」尼崎を目指して 

² 今の自分があるのはあの時のあの経験（あの人との出会い）があるから。 

l その人が、尼崎の人だったり、その場面が尼崎であってほしい 

Ø 尼崎生まれでなくても、その瞬間に、きっとその人は「尼っ子」になる 



第三回解体新書塾「公⺠民館・地域⾃自治のあり⽅方を捉え直す⾃自治体間共同研究」                                    2017 年年 2 ⽉月 20 ⽇日                                                                                   

＠飯⽥田市公⺠民館  

copyright©2017    shigenori.funaki    All    rights    reserved.     

3 

●   尼崎市は、社会教育分野の再生、再構築も大きな課題 

Ø 残念ながら、尼崎市の公民館は貸し館的存在に。 

² 一方、尼崎市の場合、市長部局の現場で、いわゆる「公民館的な場」、

協働の場が生まれていた。 

 

●   シチズンシップの育みも重要（市長公約にも） 

Ø 「自分たちのまちは、自分たちの手で作る」という市民力の涵養 

² もう一度、「私たちの学習」を取り戻したい 

 

●   地方創生、総合戦略策定の中で、さらに「学習する地域」構想を進める。 

Ø 総合戦略政策パッケージ（６つの柱の中に書き込まれる） 

² ②学校教育・社会教育と人材育成（学習する地域構想） 

l ①子ども・子育ての支援の充実（子どもの育ち支援センター設置） 

l ⑤シビックプライドの醸成（学びと育ちを大切にするまち） 

 

●   2016 年 10 月 尼崎市自治のまちづくり条例（自治基本条例）の制定 

Ø 尼崎らしいまちづくりのルールを 

² シチズンシップの涵養 

Ø 加えて、地域振興体制の見直しも視野に入れてゆく 

² 公共施設の再配置、再統合等（利用ルールの統一も） 

² 市民協働と社会教育の融合 

Ø 地域学校協働本部の取り組みのスタート 

Ø 多機能小規模自治を都市部において実現を目指すための職員の力量形成を 

² 協働力の向上 

² 巻き込まれる力 

 

●   「みんなの尼崎大学」のキックオフフォーラム（2016 年 11 月 26,27 日） 

Ø コンセプトのお披露目（事業実施は、2017 年 4 月～） 

² みんなのサマーセミナーは、その文化祭的な位置づけ 

² 飯田市のみなさんも、来ていただきました！ 

Ø まちじゅうキャンパス構想 

² みんなが先生、みんなが生徒、どこでも教室 
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●   その時の村山副市長のフォーラム開会宣言より 

Ø みんなの尼崎大学は、形ある大学ではなく、まなびの改革だと思っています。 

Ø どのような改革かと申しますと、３点あります。 

Ø 一つ目は、経済第一主義から、創意や知恵、工夫を尊ぶ社会への改革です。 

² ものごとの解決をとかく経済手段に頼る社会ですが、みんなの尼崎大学

は、体験や活動、いろいろな人との交流から学び、そこから生まれてく

る知恵や工夫により、解決を図っていくことを大事にする社会への改革

です。 

Ø 二つ目は、分かったつもりの社会から、スイッチの入る社会への改革です。 

² 情報が氾濫し、ものごとを語る評論家にはなれます。分かったつもりに

は容易になれますが、一歩踏み込んで行動するチャレンジャーには、な

りにくい社会です。みんなの尼崎大学は、学びから刺激を受け、それな

ら私にもできると背中を押してくれる、そして、活動の楽しさを知り、

スイッチが入り、次の人へ連鎖するような社会への改革です。 

Ø 三つ目は、暮らしの中にまなびを取り戻すことです。 

² みんなの尼崎大学は、社会教育といえば、社会教育の範疇です。生涯学

習といえば生涯学習です。でも、そうした概念でとらえきれない、いろ

んな学びの形態が生まれています。みんなのサマーセミナーがそうです。

どこでも教室、みんなが先生、みんなが生徒がモットー。尼崎でも昨年

から取り組まれています。そう考えると、机の上だけでなく、まち中が

まなびの場です。 

Ø 学びの場から広がる様々な活動が暮らしの中の課題を解決していく。みんな

の学びで解決していく。それがみんなの尼崎大学です。 

 

●   下地作りとしての場の意味、繋がる場、学習する場の設計 

Ø 尼崎ソーシャルドリンクスの定期的開催 

² みんなのサマーセミナー実行委員会につながる 

² 尼崎縁側化計画「あまり」始動 

Ø ソーシャルビジネスプランコンペの開催によるつながりづくり 

l コトバのチカラの活躍 

Ø あまがさきトゥー・ザ・フューチャー 

² まちづくりカードゲーム型ワークショップ 

l フューチャーしようぜ。 
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Ø COC 事業との連携 

² 兵庫県立大学と園田学園女子大学 （どちらも S 評価！） 

Ø 長期実践型インターンシップの推進 

² あまがさきというまちに、インターンシップするという視点 

l 受け入れ企業の横連携＆学生の同期感 

l 一緒に育ち、一緒に学び、一緒にまちを元気にする 

l コミュニティベースドラーニング（CBL）の深化 

Ø 園田学園女子大学と協働で CBL 研究会を立ち上げる 

² 今年度から、受け入れ企業を中心として、プラットフォームを設置。 

l すでに FB が始動 

l 今年度は２期目のスタート 

 

Ø うふふなゼミ（船木ゼミ）の実施＆オープン化 

² 政策形成力、課題発見力、論述力、協働力の向上を目指したゼミ 

² ４年目を迎えて、職員以外の参画を積極的に推進 

l 尼崎商工会議所、尼崎経済活性化機構、NPO、企業等 

l 将来的には、まちの課題を解決するシンクタンク機能の構築へ 

 

●   その一方、尼崎の歴史を鑑みるに、まさに学習の歴史と言える 

Ø かつては、九州や四国・中国と京・大坂を結ぶ、街道や海路の交差点 

² 義経が東北に落ち延びる時の出発点の港 

² 近松門左衛門が、尼崎でその戯曲を執筆（お墓の一つがある） 

Ø その後、時は流れて、阪神工業地帯の中核に 

² 公害問題や、都市問題に時代を先んじて直面し、試行錯誤をしながらも、その

解決を目指し、奮闘してきた（現在は、環境モデル都市に） 

² 直近ではアスベスト問題や、福知山線事故なども経験している 

Ø つまり、尼崎の歴史は、羅針盤や処方箋のない課題や問題に向き合い、なん

とか納得解や解決策をひねり出し、乗り越えてきた市民の歴史そのもの 

Ø そして、それは、「学び」以外の何物でもないのではないか。 

² その意味で、「学習する地域」を標榜し、学びをまちのコアアイデンテ

ィティに据えることは、必然的なアプローチ。 
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●   内発的シティプロモーション✖ ︎ソーシャルビジネスの推進✖ ︎学習する地域 

 ＝シチズンシップにあふれたマチ 

Ø 内発的シティプロモーション（あまらぶ：シビックプライド的アプローチ） 

² おまんじゅう理論（尼崎版シティプロモーション推進指針） 

² そのまちを好きな人に出会うとそのまちを好きになる（船木のまちづく

り第一定理） 

Ø ソーシャルビジネスや長期実践型インターンシップの推進 

² まちの課題を見つめ、行動する人が溢れるまちに 

² 若者等の経験機会の場になる（腕だめシティ？）←活動人口の拡大に 

² 行政側の力量形成（政策立案力、協働力等） 

² コミュニティ・ベースド・ラーニング（CBL）の実現（COC との関連） 

l 地域が若者や学生に慣れる 

² 若者が尼崎に出会う機会の創出＆地域の持続可能性につながる 

Ø 「学習する地域」の実現に向けて 

² 学習する人が溢れ、学習する組織が溢れ、学習する地域が立ち現れる 

² 社会教育分野の再生（かつての公民館的なる場の構築） 

l もう一度、（私の学習から）私たちの学習の構築へ 

l 社会教育主事、公民館主事等の脱公民館的アプローチ 

l 本当の意味での社会教育の実現を目指す 

² パイロットプログラムとしての、みんなのサマーセミナーのスタート 

l 誰でも先生、誰でも生徒。持ち物はスリッパと筆記用具と好奇心！ 

² 「みんなの尼崎大学」の開校を目指して（来年４月） 

l まち中「いつでも」「どこでも」キャンパス構想 

Ø まちの中に点在している、学びの場の再編集 

 

Ø シチズンシップの育まれるまち 

² 自分たちのまちは、自分たちで創る 

² ＜経験から、学び、行動する＞ のサイクルが回り続けるまち 

² きっと、地域社会における「協働力の最大化」こそが、行政、公務員の

仕事に。 

² 人件費が事業費という時代はすぐそこ？ 

l 力のある住民に出会い、共に、手を差し伸べる必要のある人にリー

チする仕組みや信頼関係を構築すること、そのものが仕事に。 
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●   インプット→アウトプット→アウトカム→インパクト 

Ø スループットという新しい視点。 

Ø インプット → スループット → アウトプット 

       （協働プロセス） 

●   これからの時代に（持続可能な地域のために）必要なこと（特に公務員にとって） 

Ø チェンジエージェントの役割を誰かが担うこと 

² １）気づきと変革促進 

² ２）その（気づくと変革の）プロセス支援 

² ３）地域資源の積極的連結や組み替え 

² ４）問題解決策の提示とその実行 

l そのようなことを地域社会やコミュニティで生み出してゆくため

のエンジンに、公務員がなれるのか。 

l そのようなことが生まれる場に、公民館的なる場がなれるのか？ 

 

●   団体自治と住民自治の狭間を埋める作業、超える作業がこれからは必須に。 

Ø 権限移譲は、基本は団体自治の範囲内 

Ø 団体自治の限界（おかかえ）と住民自治の未成熟（おまかせ） 

Ø それこそが、協働であり、真の自治。 

² 団体自治のフロントにいる、基礎自治体の行政パーソンの役割を再構築

する必要がある。 

 

本日は、ご清聴いただきまして、ありがとうございました。船木   拝   
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